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取扱説明書 

日立盧国クリアヒーター 

〈密閉す石油ストーブ〉 

KH - B30C 形 
KH - B30T 形 


この忙びは.日な进風クリアヒーターをお商い上|九、 
たださ-まことにお0がとラございました*ご使胡の 
巧はこの取扱的巧■をよくお巧をじな 0. ご巧がを g 
で正しくご犀巧 < ださし、 

なお* お巧みになつた獲は保な書、 ご f 目が照□一 M を 
ととちに，大切に保巧して< ださしん 
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安全のため必ずお守 0 < ださい 


ををじ正し<お巧いいただ<おめじ、ごの取の抬巧塞あよび巧品への表示では、ご证巧になるちの 
恒ちや描巧への as 巧まがに巧止するために、巧のよラに区巧して表おしています。 

その巧容をよ<建货してならご店用ください。 


筒埃 

この责巧を瓶巧しで铁った取扱いをずると、入が巧 C またはを巧を負3恒孩、3は; 
がの浩货び差しをっで生じるごとび巧定される巧暮ををしでいます， 

A 警告 

このを量を滞視しで离った取のレをずると、人が死亡またはを ffll を負ラ巧椎巧.及は 
1 A ； の巧可が性び巧定される內容を巧しでいます。 

冷注意 

このま示を巧おしで段った取抵いをずると、人び巧塞を有った0,物的現 S の現をび 
巧ちされるの容を巧しでいます。 

J 


f 絵表示に 

この抬责示は m±i 

この給黄巧は化す実行しで 

\ 

L ついで 

V V 單頂を示しでいます. 

りただく惜制 j 巧皆でず， 

/ 


A 危険 （ KH - BSOC ぉの爆筑！ A 警告 （ 糾-臣狮ぉの場ち> 

ガソリン厳禁 

乃 V リンなど揮話性の忌い猫は、絶姑に慢巧しないで 
くださし、 

•乂がだ》原汤にな〇ます。 



A 警告 



がれ危険 

指がち简（置、ホ^ス）が正し< 
巧綺されでいるかお猫しで < だ 

さい。 


■幻41でいると > 運隨 
みにがガスぴ呈巧に 
爲れでな货でず。 


給排気筒トップ閱そく危挨 


插要の妾いとさは、指が巧简トツフ 
のまねりが雪でみさげれでいないこ 
とを確認しでくだざい。 

ふさかれでいるとぎは||1 - 

傑雪してくたきい。 * 
•運時中にが方スび普内 
じ巧れでほ该でず。 


〇 




温風吹出□をふさが 
ない 

巧類、巧などで湿風の化 □ 

や空気取入□をふさびない 
で < ださし、。 


•巧なやがなどで瓦さぐと. 
火巧の原扱にな0まず， 


据巧けや移動は販売 
店への頼ずる 

握巧けや塚動は.必すお質い上けの 
販売店にの頭しでくだぞい。 



■ご自分で提巧けェ畢をされ不滿ろ t 友ると、 
惑巧や火がの原因になりまず。 


2 


A 注思 


力ーテン‘巧燃物近接禁止 

カーテンや樹えやすいをのををブけ 
なし\で< ださい。 

また、接が気旧に电可燃 
物びがれないよラじしで 
<ださい. 





■乂おが発まずるおそれげ友りまず。 


お巧時消义 

お泣は、松す消义しでから巧なっ 
でくたさい。 


〇 


贈 ] 



■火がのおそれげおります。 


巧もれ確認 

お巧□□金は確実にしめでください。 
■接巧□□宝をで[こしで、巧巧れび 
ないことを招かめで<ださい e 
■□ををが{めじしめた0ずると、面 
をに□をびがれで、のおそれ 
がありまず。 

( KH - B 如 C 倍） 



異常時使巧禁止 

方一萬萬を麽じたとさは、巧巧 
しないでください 。 



雜黄な曲席のおそれ 
がありまず。 

♦畦用かじ異巧を想じた0、地淀などの装急のお 
音は、ぁゎですにぉ；^;しで<ださぃ， 


温風に直接あたらない 

温風に直接長時間あたらないで 
ください。 

時[こ那幼巧やご S 分で湿廣調踊 
のでさない方がおをいのとさは、 
十かにを是しで <ださい。 


W 氏湿やけどやお化を巧 
になるおそれろ f あ0ます 


0 



高温部接幽禁止 

尚規かや消火直をは、通風の化 
□たおが気罔などの窝遍部に手 
など越れないでください，； 





•やけどのおそれび巧ります。 


分解條理の禁止 

巧盾、破おしたら.博巧しない 
でください。 




0 



■不完まな暗巧は盾按でず。 


改造使巧の禁止 

巧造しで度巧しないで < ださい。 
また、あがや指が巧簡には尿暖房巧 
の骑巧換器などを取がけないでくた 
さい。 


■义泌やが巧スが至的に满れる原因となり、ち巧 
でず， 


取扱編 


まをのちめ化ずおず0<ださい 
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安全のため必ずお守 0< ださい 


A ミち意 


電源コードを傷めない 

覃源コードに巧巧なでを邮えた*0、 
物を抵せた0しないで < ださい， 
巧憑ブラブを银<と 
さは、コードを持つ 
で引きおかぶ *: いで< 

ださい。 

■义! jtl や取巧の原因にな D まず， 


0 



巧源プラグは確実に差し 
込む 

巧源ブラヴはコンたン 
卜に根元まで宿黃に是 
し这んで < ださい.， 

巧んだブラブやゆるん 
だコシ忆ントは巧巧しないでくたさい。 

•乂災の原因になりまず。 



長期間使巧しないと苦は 
電源ブラブを巧く 

長蘭な馆巧しないとさ 
は、ち源ブラブを族い 
でください。 

•火ぶやチなしない單放 
の原因にな D まず。 



電源プラグのお手入れを 

ときどきは巧想ブラヴを巧き、 

ほこ0や盖巧物など 
を除去しでください。 


〇 


fw 

為 




♦ほこ0がたまると通気などで 
巧緑不良じなり.乂がの原致になりまず， 


0 


お排気茵の周迈に障害物 
-可燃物-危険物などび 

また€が気尚の巧谎が保など []=ジ^ 

のぉゃビニ^ル窝などでぶす^ 

がれでいないこと， 


高姐（標島1000 m 凹上）で 
は使巧で寒ません 


0 


■不完をお抵や父がの原因にな0まず, 



•不完まが巧の原因じな0まず， 


スプレーあに注意 

スフレー正を温湿の当たるとごろに 
放巧しないで < ださい。 


•城でスブレー左の讯戰や 


火巧のおそれがお0ます。 



0 


温風の出□じ物を入れ 
ない 

混取の出□など閒□部にれ宝等のを巧やお専 
の燃えやすいちのを 
入れないでください。 

•麽巧や乂姐の原 
区!じなります。 



お願い 


•巧に巧いじゆ j たんやフ己一。ンヴ-巧の上で房時間懂巧するとおちした〇モ〇ある 
ことヴ志〇ます。巧に妊いポ U エステル巧め7ッ h などをレいて<ださい。 
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各部のなまス 


外観図 

〔 KH - B 30 C お正面つ 


タンクみた 
給油タンク 



( KH - B 30 C お背面 j 




































































































さ部のなまを 


操作部-ランフ表示部の名称とはたらさ一 



おやすみ 
タイ7—ポタン 


運範 


足ちポタン 


揖火するとをじ 
好す0 


{び14ベ-ジ） 


な火(運お)するときじ 
巧す0 


(口12ページ） 


窃おわすみになるとを 
など自抵的じ巧应を话 
止ちせたいとさじ巧す。 
/巧守と1時間おじ、 
^有拉辑火します。/ 


(口化ぺージ） 


おはぶラ 
タイ7—ボタン 

锅など呂の的に 巧 面さ 
せたいときじ巧す。 


(口'巧ぺージ） 


切ボタン 


揖火するとをじ 
好す0 


{び14ベ-ジ） 


巧おランプ 


おやずみ 
タイマーランフ 


おはぶう 
タイマーランフ 


指なランフ 

CKH - 日 30 C おのみ} 

おな…通あ中です e 


点な…あや守みタイ7 


点幻…おはよ j タイ7 


点減…な巧ガなくなつ 



一巧転かです。 


一巧曲中です。 


てを穿した。 



/セツ i - 幾1時齒で、 

1お巧します。 J 


/セツ!-路抵じなる\ 
と满巧します 。 ) 


巧おみじな致が船まつ 
たとをは化が巧に切0 
智朽り、巧甜巧後じ挡 
iA ； します C 

(口。ページ） 


<口巧ぺージ） 


{亡門5ページ) 




ィマ兰 

— 

说すみおはよう 

心 

PJ 


可 

瓶を 


おちをめランフ 


微巧巧ランプ 

おむ… 


点灯 

あさえめ巧転 


お连抗巧おか 

かです。 


でな。 

(口13ページ） 


(び巧ページ） 


テジタル表を < 煩〜(島の巧なつた後能ををおしま可^ 


巧巧 


ちな 


を 現な①き适巧ち を。鮮 （ 巧を を a がで） 

(け 12 ぺ-ジ ） 

這)毀定室盘ををを。询诚足を a ;巧む 
(邱3ベ-ジ） 

感おはよラタイマーの松を闻冲を時、 
時阁を表示。（打1日べ-ジ ） ^ 6 iiWDsa j 

@巧を装■の巧お巧示。切 f 巧*目 ifl ぉ义1 
(が？ペ-ジ） I なが巧む J 


顶 


だ 


3の 



おさ无めボタン 


あさ是め迅面さ巧たい 
とをじがす。 

•セツ h は宙巧中または 
おはぶラタイで一巧的 
中じでをます。 
■一度せツ h すると、巧 
巧などで巧おが切れな 
いかぞ 0 E なさのてい 
ます- 

【が3ぺージ） 


糊連協ポタン 


微逵损巧ををせたいと 
を!こ巧す。 

*ス1■■■ーブ巧お巧じたッ 
h できます。 

•曲ポタンを巧して鸦乂 
するたびにたツ h ■な巧 
がちれます。 


(饥3べージ> 


室温/タイ7—合ねだポタン 


至温のたツまたは巧はぶつタイ7—な乂すると 
さの時固をセツ h - するとを C 巧す。 

C 巧 13' 15ページ） 



口 つ一つ 

立マ—ク 

室思設定 

故を湿度を 
下ける 

旧:定温ちを 
上げる 

タイブー 
〇いせ 

披定隐間を 
巧な < する 

股を時間を 
ft < する 


■*11 おボタン J または*"タイ可—ボタン^巧押し 
たをじだツ K レすす， 


取扱編 


各部のなまえ 
















































































































































各部のなまス (っゴき) 


〔 KH - B30T お正商 



〔 KH - B30T 形背面） 



背面カバー 

(抛《雨〕 


巧巧管巧れ巧巧 —— 
U - ドな 

zf ム裝送进管巧巧 □ 


本体面巧を具 
巧巧け部 


\ 巧流巧をあが 

I 盈風つでシ 


送風機ガード 


-— 巧源フラブ 


—— 指おホース 


きをたンサー 

ルームヴー t 


> 燃料はり油 ( J 旧 1 号な油)を化ず®巧してください。 

巧 M 巧な、廷れた^1巧、化のまじった打巧、万ソ U シなどは、指がじを巧しないで<ださい0 
•ガソリン、 シンナ^など、巧法化の H いちのを证用レますと、火おの民 S にな0ます。 


イな油とガソ U ンの見巧け巧た > 

拒をじつけて巧をのちなけます。 

■ の巧のないとこ5でおこなつて 
ください， 


ん〇 物 X 


打迪は 
めれたまま 


方 VU ンは 
す < じを C 


> 打浦のお管のしガた 

〇巧は、曲す火巧、靡 
2 Ks ごみ1巧思あぶび直 
爾曰巧を巧けた at 巧に 
保售してくだまい。 



〇 良い保管 

X おい巧営 

煩が曰化、雨がガぁ 
たろす、义巧のない 
巧旧巧に巧营 

% 

面坂0化、雨水ガ近 
たるべランタなどで 
'の保ち 

辰！ 


>打なおみの巧 C ガソ U シ•障巧-房用巧など） 
がほんのがしでお属入した打な。 

I 水やごみガ混 A した打®。 

>巧®嚴加剤、燃玻蜡道却などを窮加した巧狂。 


•変質打巧•不純巧巧とは 
こを質灯'泣） 〔不純な姐） 

■昨シースンよウ持ち搜したをの0 
■曰化のあたる巧巧で巧南商巧管したを①。 

•巧湿の巧巧て長扭間保含したをの0 
■宮巧のたを街けて長期旧が哲したをの。 

•那白をのボリ容器で段窗したをの。 

ひどく愛質した rr 巧は、5す黄色なヴかっ 
たり、すっぽいじあい巧します。 

♦変質打;巧•不楠灯油を怔巧すると 

•馬父しない。 

■巧巧中じ消 W する。 

•がザ巧 t/、 スス(巧)ヴおる、などの原因にな0ます。 

善 万一変質な巧•不純灯;巧を俺ったときの赃置 

• KH-B30G 柩のな合は、稳巧タンク、满受け皿のむ油をあきとウ（ぶバージを照)、ち狂タシクは良 
質の巧巧で巧巧を2〜3◎巧って巧ら培巧して<ださい。 

♦ KH- 巨如 T 形の Wo は、巧!巧巧タンク巧め〇苗を巧をとったあ、居なの灯巧を給巧して<ださい。 
•惡いむ巧をををとってを班!おガないとさは、お巧い上げの版报由じご相殺 C だをし、。 


使巧前の準備 

1.燃料 


各部のなま无 


淀南前の準礎 
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使用前の準糖 


2 .給油 化ずミ肖义してなら巧なつて < ださい。 



3 . 運転開お前の華偏と禮認 


ストーブ周巧の確認 

ス I ■■'ーブの局ぶた層みの搭がち茵先端邸 

のをく吾に、がえやすいちのや盾陵物が 
■巧れていないな、湿なめて<ださい。 



定泣面おの它ツ h- (KH-B 加 T 胺） 

正窗ち下じぁるを巧窗ぉセッ^レバ^を 
2〜3回巧し下げてください。 



至巧面巧たッ户 
レ"一 

»このな巧をあ打ますと、证ヴ雨れす、捕 
义レませわ。 


電藤との接続 

gm フラヴを、つンせン h ' <—抱を暦用 
1日日 V )[こしつ巧り差し込んでください。 



巧をれの確認 

ス K ーブの下 (» 台の上)、现巧进9ンワ、 
3ム巧! 适巧営やその度扁班 巧に、 巧ちむ 
や迎だ芽りガないか 垣 方めて < だまい。 



〇 


排気費接続部の確認 

巧掛気商と確実じ接稱さの、ジ3イン h 
サボータ C 巧けじめを具〕で正しく固是さ 
のているな、 また、 排巧晋かの横好 1 U — 
ド級ガ描実にお続されているな確按して 
ください。 



ジ3ィン|-ヴポータ 
(巧け！]:め金 9) 


ま意 


軍急にぶる事巧防止のため巧のことじを意して 
<だをい。 

♦» れたをて巧お了ラブじさ打らない。 

•巧おコードを引つおつてコシせンよ0巧巧ない。 
• S 想コードの上じス h ^— 了か至いをのを粟せない。 
■巧思コードに温を巧当たらないぶラじする。 

♦巧巧コードを切断して延長を窗巧をしない。 

お巧-おほ’ が富のおそれヴあ〇ます e 


取扱編 


使巧前の華瞄 
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使 s ち法」通常運捉 


1.点火 


のめてお括いになるとをは、送ぶ爲坦じな巧ガ巧たをれるまで目巧塚どお毎ち C ださい。 


「運転ボタン J を巧す。 


■「巧歷ランフ J ガ巧〇します。 



•デジタん责をは「勘!なま通」を5お欄 g ど 
蒂示した巧「吊在至盘 J を巧示します。 


5巧的お》 


- I ピピ」 —— 

綱タイト含わせ 

© @ 


ブジタル友を 


雜正しい扁：^；揉巧を污つてを巧火ぜす、デジタル责をに「/ J ヴ聚巧ちれているとさは、 
なヒータの巧巧專ヴちえられま守。 

巧巧タンを押し、お!!い上けの販売店に扁ちを饭おして<ださい。 

•，な; A ; を、しばら< して有孫に消火レ、デジタル表をじ「5」ヴを示さのているとちは、 
をな面§§じ巧ガ流入していないことづちえられます oCKH - B 3 日 T あ） 

斑ボタンを巧し、を®面巧をセ、 yh レなおして<だちい。 (11 バージ@照） 


ちぶつとひとこと 

♦扱を室温は、あらサじめのでじセッ^-しであ口ます。 

したガつて窃めて「ま転巧タシ J を巧したとを、デジタ/しを巧は5砂間「(?と J を表示しま守0 
♦燃焼巧を風株は、「连起ボタン J を巧すと同路じ法なします。 

參な义をの2巧如独たちますと、「思祖フアン J ガ回0、通風が出壬す。 

♦な: A； をの巧放ボンブの f ココ h-j 言は、しぽら<すると消えます。 


f 亭畢か地霞ガちつたと尝一を全装宙ガ巧動して運おを厚止し穿す。一 
■ 晤巧ガあつたとさ（巧薦ブラブガコンセントから巧けたときを巧じです。） 

巧び届巧されてを運あしません。巧点义なストーブが巧えてなら巧なって<だをい □ 
•おかい'5ちじな火巧巧し穿すと、巧热防化袋證ヴ動巧することガ街0ます。 

参ちはよラタイ7—巧廚時间、投定ち温、あだえめ违をの E 巧ガ揖除され定す。 

モれモむたッ h しな方しで < ださい。 

■が涅 (強いお擊)ガあっちとさ 

デジタル表示じ rn をお巧します。 

•巧ボタンを巧すとデジ9ん责示はおえます。 

■巧点火は温西つでシゴ止まつてで Ek 廣囲①巧ををお巧して污なって<ださい。 
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2. 室温の調節 


「室温ポタン」を巧す。 


参このス t - 一了は、友ら巧じめ投定呈思ヴのでじ 
セットしておウます。 

参巧乾中(巧おランブガ点むしているとを） f 室温 
ポタン」巧巧し、でジタル兼を J を見ながらあ贷 
みの里温じセ、シ h します。 

たッ t- 巧邸は「日で〜班で J です。 

•一頃セ、ッ f- すればおなしています。 

電お了ラブをあいた*0、培■巧した巧含は、 Em 
ヴ思除ちむ22でじ萬セツ(-ちれます。 

■•■現在を湿」は5で〜36での巧囲ガを示されます。 


さ巧などか巧温ガ岳いとさや/ jv さな部屋でご淀巧になるとさ、度ま0すぎることガ友口ます。 
このようなときに f ちきえめ®お搬1協！技 J をごお巧ください。 



おさをめ運おのし巧た 

おさ元めボタンを巧す。 

「既定室お」よ口の 3 で上巧ると宜粗お火し、 
「おを窒湿 J まで下がると呂西]点义し、星温の 
上ヴりなぎをおちぶをす。 

•f ち义 J のお!巧ゴ抑むるため、な火-消乂府じ 
屋炸じ!!巧なおます。ごな巧にお疲ヴなかる 
とをは r あさえめ a お J なおやめ < ださい。 
■おなするとをは「おさえめボタン J ををう一巧 
巧して < ださい。 


微連続運おのし灯た 

班 I 運院ポタンを巧ず。 

糊運続ランブガ点むし、室混やルームサーで 
の曲をじ巧孫なく、雨」喃■进面になります0 
度巧さをあだえた贸房ヴ得られます。 

■巧徐するとをは「巧巧拐ボタン J ををラーな巧 
しで <だをい。 


■「おさまめ巧お J やじ「巧運巧巧タン J を巧すと、「拥!運統惠較 J となます。 
(「あさまめ運転 J の E なは塚ります J 

35願し' ♦「拥!遲硫1お^ホじリ5さえめポ5?ン^ぞ巧すと、<'ちまる胁1な」とな^0まな。 

(■1® 連疏透転」は醒おさ打、あ巧を留〇ません J 
• r 切ボ9ン」を巧して消 W すると、「お運巧逐転 J はお除左れます e 


ちよつと 
ひとこと 


♦現在室漏は邸厘の湿度の呂巧で可。通おがとは一致しないことびあウま守。 

•窒综ガ投をした窒涵よりちいとをは、 逗 おぶタンを押してを点火しません（透あランプ 
はな 打す るん室温げ下ヴのばな义します0(近まえめ 巧 お時） 

♦室湿 t ンサーび巧度«薄をキャツチし、マイコンによ〇ファジィ制抑を巧ないまず。 

な火時の室あびおい(あ no ' c がで)ときは、おが居の巧度が没定茹度に達しでを、しばら 
<は披定里品よ0がし再めの品度で巧おします。 

ミじ風ガ巧〇れ、設苗した票温より肌寒さをおじるのを、 


/通底当初は、冷えている逛や雨：: 
Use ためです0 
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巧ちま 1 通常運お (つづさ) 
3.ミ肖乂 



■ 「3転ラシ: 7」 「デジタル巧を J ゴおのします。 
■の2日秒で妈义しを守。 

♦通風フ刀ンはス h —フヴ巧えると白⑩的じち 
止します e 

♦か出するとさな、 耻 i す消火して C ださい。 
•長班問留守じするときは、 敞す m 宿フラブを 
皮いて巧湿を斑つて < ださい。 


おを 時や 巧 括 聞 巧巧しないとさおみは、 巧爲 ブラ 
ブぞつンたン f- から巧かないで < ださい。 

35願し\ お席中じ g おブラグをあさますと、お感恩ヴ<お 

つたウ、異巧点することヴあります。 



C 销义後巧点 义するとさのま忘 J ) 

「切ポタン」を押したを、す<じ運起したい沒合でを、お風ファンガじまるまでお待ち<ださい。 

す<じ「巧抵巧タシ J を押しても、消火巧ホを将3分聞は巧あ巧南抱ち打ません。 

r 使巧上の注意 

■ストー ブに原をかけたり、なびん香水のこぼれ 
やすいちのをのせないでください， 

感逗、な镑、；^^ぉ等め原医(にな〇ます。 


■特 巧な度い方は、おやめください。 

お呈などの人のいなレ陳での®巧I都おを巧し 
た0、巧這しでの硬田は、巧巧のをとじな0ま 
ず。 


■この スI-ーブを拽用ずると.お部屋び乾巧し • 
な添上および家垣やま具窜においお a を每无る 
ことヴおのます。 

を巧ずる場ちは、曲湿おをお來めのラえ、 W 巧 
しでくださし、 


A ミち意 

高温部接幽禁止 


給巧竞闻および絵が気筒巧摘、溫取のあ□は 
S 湿になりまずので、城らないでください。 



♦りけどのおそれび友りまず。 

别玩都巧で f をが気间巧强方ード(已こづ 2G)」、 
「ルーバー万ード （KHG- 200りびありまずの 
で，ご利巧ください， 
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セツ時効よ:0前に点乂し、适ちします。 

f 宙面ラシ了 J がな巧し、「デジタルを示 J は至攝表示に 
なります C 


「巧はよクタイマーランフ」は、たツ時間じなると消 
なします。 


•「タイ7—合打せポタン J でちツ h ■した時間は、たツ S を変えるまで民巧されています。 

同じ時商で巧転するときは、「タイ。一巧タン J を巧すだけで、逗鸦します。 

•す<あ転したいとさは「逐転孔タン J を、厚止するとをは、「切术タシ J を巧して<ださい。 
35 ffil し、•适お单じ「あはぶタイ7—巧タン J を巧すと一度销み:し、「デジタル表を J された時間の 
あはよラ9イ7—适おじな0ます。 

♦わツ時闻を密をしたい巧台は、「タイで一をむせボタン J で合むだなおしてくだ去い。 
♦設を里盈ち変更レたい巧合は、おはぶうタイ7—®転セットの前に巧なつてくだまい。 



切 


-' mf - 

口… 口 


タイト 

1 運載 

抓すみおはお 

]脚 

LO ^ 


切 


運範 


四圏 E 


或，^ぅ 


f 方はようタイ。ーランフ_!ガ捕巧し、「デジ5?ル巧を」 
じ拉推ち打ているタイクー時摘を表示します。 
■おはぶラタイマー持ち時間は、あ5巧じめ8時商に 
た、シ h してあ0ます。 


百 


減 


ぶ 


f タイ7—さねせボタン J を巧し、現をの時鄭ガら鹿めておまたい時刻までの時間を 
合ねだる。 



♦「 ▽ J を砰すと時旧ヴ巧でくな町ます。 

」を巧すと時間对摂<なります。 

巧すごとじ30^つつをの、押しおけるとゆつくり透 
続のに巧む口穿す。 

♦時間を合むだたとをからタイでーヴ曲ぎはじめます。 


使巧方法 タイ 7 —運お 


編 


1おはぶラタイスー運範 


>韋遍ガ6でぶ〇化い巧音はたツ^^した時间の90^?前よの逐おします。至温が日でが上の巧食はフでジィ制 
御じよりたツ h した時顿の 1 日〜日日分前(お邸居の温度が粗いほど阜〇じをおを粗め、巧!をぶくおめまず。 
►おはよろタイマーは30分〜別時恒1まで、3日る刻みでセツ!^でぎます， 


a 


「おはぶラタイマー巧タン J を巧す。 


C 夕 V マー遷範) 


博巧ちま(通萬運お) 
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使 タイマー運乾 (つづき) 


2. おやすみタイ7—運転 

お口すみタイマー巧面は、菊をすみ苗]など、ス J ブを1時措だけ法おしたいとをに淀います。 


「運歷ランプ」^お巧すみタイでーランプ J が 
なむし、通常の点乂ヴおごな朽れます。 

■1 時阐活西した後、白巧消火します0 


r ^ ngi ^ •巧お中に「おやすみタイス-ポタン」を巧すと、1時巧巧に白®消乂しずな。 

^- ゾ ♦适中でお；^^したいとをは「切巧9シ」を、3較をおけたいとをは^1拓ボタン_»を押して<：だぞし\=^ 

• ^ちやすみタイ7—巧タシ J を离お巧すと、その時なな5さらに1時問谨おしまな。 


「おやすみタイターポタン J 巧巧す。 



3,おやすみ•おはよ;ラ同時運爲 


f おやすみタイポタン J を巧す。 


百 


r おはよラタイマー巧タン J を巧す。 


f 巧々すみタイ7—ランフ」「遅おランフ」ガ 
点巧し、属巧⑩适お巧始まります。 

• SE 中でをこのたツ h は巧おです。 


運馬 





’タィト 
がすを 


f おはぶうタイでーランブ_!ち扁灯し穿す。 



rrr ^ - 


.- 

運お 

~ j dk - 

1 9イマー’ 
船すみ 

CD 

給な 

网 

時が 

J 




百 


1時聞運おしたを、宜の消乂します。 


百 


たッ h 時翊ぷ〇前に賣おのに運転ガ描 
ま0、セツ!-時刻にはお部屋ガ暖まつ 
ています。 


「あはぶ j タイでーランプ J のみ点巧してい 
ます。 


速ぉ 

(為刮 

m 

IroCT 


「巧転ランブ」ゴな巧し、 r おはぶ号 g イ7— 
ランブ J はセツ f- 時刻じなると稱えます0 


運転 


应 


抓ぶ^ぅ 


应 


口 

給な 
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曰常の点検•手入れ 


♦曰をのな巧-手 A れは化ず巧つて<ださい。 

なお、 化 ザ ぞうきんをご巧巧の級は、そのを]!■にしたがつて<ださし 、 e 
•おち I きみれは化ず消乂して、ス I フガ巧えてガら巧つてください。 

•けーナな、電巧部鼠、巧 S 白の消义巧■などは、抵巧に巧がしないで< ださい。 

不黃をな接理は括孩です0点検’を理等じは巧おな巧術を更しますので、曲すお巧いとげの販巧ちじご 
巧巧 < ださい。 



お巧煩器、パーナ巧の巧お、け^ナ巧に进ガ涵ったとをの巧巧を、定巧面器のストレーナ 
351^し、のおを An、 捕义ヒータの点巧.巧換等は、巧お‘ま入のじ巧巧の巧術を巧しますので、 
脚すお貝い上げの巧巧ちじごの庚ください。 


巧巧方法(夕 vfvl 運起) 


曰萬の点横•手入れ 
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日常の点検 • 手入れっコ含> 


'ぶ受け皿の油巧き•化抜き ( KH - 目 30C お) 


巧受け皿じかガたまると、培巧タンクに a 巧げ入っていてち点父しをせん。 

巧の愛頭で巧黄け皿の?お抜きを行なってください。 

•巧質口姐、不純巧巧を誤って巧巧してしまったときは、巧愛ヴ皿の巧抜ぎ、水あきを巧なったを、 
巧しい良質のむ巧で窝捕してください P 


D 


給なタンクを取0おし、滿受け皿巧ら 
ブイルフイルターを巧します。 


旦 


が画のスボイで氷(な迸)をなきと 
口ます。 



旦 


;巧をけ曲巧に巧ちしている水を、巧で 
みきと0、もとどおりにスイルフイル 
夕 一 、搞迪タンクを取0巧けます。 




別設巧タンクを巧の KH-B 加 T おの場食 

•巧タンク巧に化（ドレンといラ)巧留つていない 
巧捕横し、水ガ留つているとさは、巧タンクの 
取の粉巧■ををおして化巧さをして <ださい。 
♦本ホと巧タシクををぶ「ごム巧送迎を J じひ U 巧 
のヴないな点按し、围巧巧あればあ寅い上げの 
叛お居に巧換を巧顆してくだ去い。 

な巧3ム鍛送巧営は媛をお化します。 

3巧に1回はおしいをのと巧換して C だをい。 


異物が入ったとさの巧お方法 
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給排気筒の点お 


•ときどき おが巧商およびが巧芭の接抗窗巧が、正しく、しっかりと巧括されでいるか、つまり 
がないか、巧致してください。 

播統担巧びがれでいまずと、が刀スび瓶れで卽常にち榜です。 

ちし不異台びありましたら、を巧をの止し、お留い上げの版売店[こ核理を取巧しでください。 


■チェックボイント 
•排贾芭おさえはついでいまずか。 
•ジ3イントサボータ<巧け比め 
を貢）はっぃでぃますゎ\« 


•接搞部び巧れている 
•におラよラになつた。 
•まわりがずすけできた。 


巧あ S 巧さえ 



坛排巧巧 


巧巧* 


♦ストー ブを廓合にぶり動かされた巧甚（爸皆え、ジユータンのはり餐え、収納および再お巧け 
時善）じはむすお震い上げの腹巧店に点検および巧お巧けをご巧命ください。 


定期点検 


長期間ごを巧になりまずと、方一の軍化を未然に巧止ずるためと、快適にごを巧いただくためにが 
器のなおび必愛です。 

1シーズンに1◎程厦シーブンのな3後などにお買い上びの版売店、または情理黄お普！:(廚）日本扫巧 
が锭巧器保守協基 ( TEL . 03-3499-2 犯ので巧なラほ邮資巧泪翼這懷了き【石抽お器技術舊 Jl ±) など〕 
のいる贩売店などに点検巧頼されることをおすすめします。 

点検-愤理についでの g 用などなしいことは服扉店にごす目鼓ください。 


部品交換のしガた 


長期描のを用による部品の祟化などで部品な換び顿要なときは、お買い上びの販売度，または最奇 
りの「日立を項攝ご巧鼓寒にお巧い音わせいただき、[端}白す5巧燃焼お器な守協を （ TE し OS ¬ 
SA 目目-巧 28) で巧なラ技術管理强留会棒3害 <石油機器巧術營理±)など〕のいる販売店などじの頼さ 
れるごとをおすすめします。 

蠢パー寸部、巧気部品、巧霞旨動消!お坦などは、お巧に分躲しないでください。 

♦な換部品（消耗部品）は、必す曰立温風クリアヒーター巧の純正部品をごを巧ください。 


取扱編 曰常の点検•手入れ/定期点検/部品交換のし巧た 
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巧障•異常の見みけ方と処置方法 

巧 巧，巧ち びをじたときをを装■びた®しで目動消乂し、デジタルを示でお知らせしまず。 

のボタンを巧し（表示は消えます）* 晒■をしてくださし K 商窗びわからないときや、巧置を 
しでな乂巧巧をしでち适反しないときは、お資い上げの販壳店にご巧務ください。 
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\ 瑪系 

原因 \ 

油 

び 

ち 

な 

い 

お 

化 

し 

な 

い 

巧 

び 

大 

を 

< 

な 

ら 

な 

い 

ス 

ス 

違 

苗 

ホ 

る 

嚇 

m 

百 

が 

は 

げ 

し 

し、 

な 

が 

を 

定 

し 

な 

い 

点 

乂 

を 

し 

ば 

ら 

< 

し 

で 

お 

乂 

し 

た 

処置方を 

\ 

孩 

瞬 

ぺ 

1 

ジ 

定姐面おがたツトされでいない 
(fCH ぶ30下お） 

• 

馨 





着 

ち进面お t ットレバーを2〜3圓 
巧し下げる 

11 

指排を场の接統び不完を、がる芭ま 
たは控気ぶースび巧れでいる 








贩巧巧に正しく設 S または取0 
がけでちらラ 
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別巧拍タンクの据巧け青さがおい 
(KH- 目3日下胁 

• 

• 




• 

• 

ストーブ本巧と同じ岳さの床に 

1< 

31 

3ム K 送巧置にを易び A つでしVる 
(KH-B30T お） 

• 

• 




• 

参 

送巧芭をおって巧気を巧く 

- 

タイルフイルター、お油0□左のご 

L みぞじよる括まり （KH- 日 30C お） 

• 







捕なずる 
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保管 (長期間使巧しない場合) 


シーブンスフじは、つぎのようなお寺入れをして、設面したままでお宮して<ださい。 

/ お實前に 

巧別な珪をのない瑕0、ス h — ブを还!かしておしまい I こならないで<ださい。 

やむをえす巧かした場合は、まシースンは助すあ！ I い上げの販巧恩こあ賴して、な排巧面などの接席 
巧を g めないぶう、滴実なおなけを行つてください。 


ぐあいの霞いときは、つきの表ををきにしで点按。巧■しでください。 

それでちおわかりにならないことびおりましたら、お員い上げの巧売おにご巧段ください。 


1 


タス h ■—フの清掃 

参ス 1— フ巧剧のぶごれをほこり窜を、ぎれいじ巧除して<ださい。 

__ •ス K — 了巧邸の满撤ま、独すお K い上げの族請店に砲おしてください。__ 

3; 巧の除去 

洽巧タンク方よ U 別肢巧タンクはならじして、巧郁じごみやが CK レシ)が銭百ないようをむい巧な 
a でよ <巧い、を@させて C ださい e 

_ごみやがヴ入つたずま保营しますと、サビの発史わ巧あさの摄垣となります。_ 

斗 保管 

•■思プラグをつンセン h ならをいて<ださい e 

•ス i ブじは、 I まこウなどガ入らないよう?なカバーをなけて探皆して< ださい。 

なあ、到売泌苗に本が方/ V - ガお口ますので、ご和苗 C だちい。 


が障•異常の覚分け方と赃置方ま/保管 


21 




























































a 障巧な 7 と思ったら 


巧のよラな現«の«ちは S 巧ではあ0ません。 

サービスをあホし巧けになる前に、をラーな巧窗レてください。 


現 ま 

お 巧 

但巧寒じぶの巧窓ガー巧切れ、 

再通巧してを逐损ガ巧曲しない 
^巧巧。ないような晒時の存 m 、 

1でを法をは巧巧しない J 

白おのじ巧おは巧おしない巧造じなつています。 

ス h —フガちえていることを箱巧レてから®陌して <だちし、。 

おはぶ号タイ7—巧おをしたが 
をツ h したお间になつてを邸屋 
ヴ巧ずら巧い 

■理転ボタンを押して、巧起するな巧方めて<ださい。 

参麽中で巧 S ガあウ、あはぶうタイ7—のた、ソヴ巧除されだためで 
す。搞乂するとをは巧拓ポタンを巧して<ださし、。 

な义時や填义抬じキシ云音がす 
る 

/てーナ取、戚巧換 g の联張■収あする音です e 順 E あ0ません。 

巧めて点义したとを、 じおし、ガ 
化る 

を巧などの巧けるじあいです。じ友いヴな<なるまて f 岛燃巧 J での30 
夕ほど、おをあけて巧拓してくださし 、 e 

法おか、ス1-—ブガ消火した 
(巧おランブはな巧している） 

ルームサー亡巧はたらし V て摧乂レたちのです。 

室温ガ下ヴればち U なします。 

室なが常に一更でない 

まな田をはが虎の「強■强■お ■ 消じよつておこないますので、至 
おはぎみ上下皮)します0またをおセシサー取の適ちとお级屋中み邸の 
湿度じをるいガあウます。 

が巧中にス h — フガ消乂し、巧 
点义巧巧してモ乂ガつかない 
( KH - 朗日下お） 

別做巧夕>クガ强じなつたためです。 

お巧し、再な化してくどちい。 

库巧中やお义をでモ、とぎどを 
「ボコボコ」という音ガする 
CKH-B 如 C お） 

使巧中は、お涵タンフ巧ら进ヴ出るとちに结巧ヴ入るちです。 

解火後でを音ガするときは、至なの酱化じぶつて巧なタンク巧じ巧巧 
巧入る有です0巧»ではありません0 
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仕様 


おな の呼ぴ 

KH - B 30 C 1 KH - B 30 T 

m 類 

ポットな-强制巧扉形-强制 g が巧お 

を 化ち ち： 

巧 免な乂 

巧 南が 巧 

巧抽 （ J 旧1号口巧） 

货房出打 

巧大 

3.00 kW ，10.800 kJ/h 

最か 

1,2 SkW < 4,600 kJ/h 

巧お壓 
巧 巧！ 棄 

通大 

12-480kJ/n - お効お： 86.5% 

巧 ホ 

5.450 kJ/h ^ 稱巧巧； 84.4% 

紹巧お R ■ 

c 乂 

0.337 L/h 

fi か 

0 J 47 L/h 

'涵タンク毎 ■ 

4.3 L 1 - 

巧 お寸を 

R さ600 mm X 幅 465 mm X 勇巧27 0 mm (麵 台をまむ） 

度 a (を ■) 

16 kg 1 1 己 kg 

巧源巧圧皮け茵放が 

100 V 50/60 HZ 

定情消 》 巧で 

巧大： 目9巧 5 W (お 化時） が 巧時^ 50/43 W - (50/60 HZ ) 

を姑気巧の型苗の巧び 

KT -3 S 

あがる因の呼び径 

D 40 

なが巧 @ の星 ft 思部の孔桂 

日已〜 70 mm 

ホ 現筑浸 

260でな 下 

巧雨ヒユーブ 

3 A 

巧全裝 《 

參巧 没自巧 消火裝《 參遇辑货止裝面 ■点ぶををお ■ 

•巧巧 受まお ■ ♦庶巧お]巧巧 a 

附巧品 

«呂 ■ 巧： 7 ランジ>:?ランジ"ッキン，本が 通 定ま 具’治ほ シール- 
エアーダンバー-背面カバー C — 丑:） • ねじの 0 mmx 4 ， 8 mmx 2 い 
巧坚 巧ねじ卞ヤツブ-スボイトが H - 邑 30 C お）。 

3ムおを巧芭（か I-B30T 形）（稱巧左调巧） 


蠢おが费巧接続が 0 U シグ： J 旧因24014巧 D P 39 


取扱編 I 


な障なな夕と思つたら/化様 


賓 
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1の 






CZD 

1 

1 


靴 



を 

寸 

お 

極 
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保証とアフターサービス姗ずち帛みくださし、) 


保証書側流） 

保化塞は化す「おち上げ曰-叛巧店运」等の拓 A をお 
確かめのラをおを巧か5致け取っていただ妄、巧召 
をぶく巧おみの後、大切になをして<ださい。 

•おな期間は、あ K い上けの曰なら1ホてす。 


修理を巧頼されるときは 陆お愿理 


隆理ぞ巧預される前に f 故巧-異常の見分け方と処 
■方法 j(20^ —ジ）おぶび「班巧かなマとおつた 0U 
(22 ベージ）を巧べていただを、な巧興常のあると 
きは、巧括やを故防止のため、ご证用を中止し、コ 
ンせン f- なら巧廈ブラヴをおいて邮すち頁い上けの 
版巧店じご運揚< ださい。 


〇1おしてし、ただぎたい内容） 


品 名 

曰巧显西ク U でヒーター 

おすの呼 tF 

KH- 聞 0C または KH- 白如 T 

おちとげ曰 

年月 曰 

巧巧の枚巧 

できるだけ 具 化的に 

ご庄巧 

巧巧の巨田苦ち音わせて 

五ち前 


お想をち 


巧巧ごを SS 曰 



ぞ妝まの呼びは、本な剧面の経板にをををれていま 
す。 


C 巧扭巧岛 I 中は ） 

慢理じ際しましてはおな a をご徒を<ださい。 

揉化塞の規定じ巧つてお巧店が倍理させていただを 
ます。 

(^巧班巧間ガすぎているときは：） 

修理すれげ怯巧でをる巧含には、ごを望じぶ〇惶煙 
さだていだだをます。 


補修用巧能部品の保有期間 

お巧す百巧ス 1- ーフの巧植巧性鹿班品の巧育巧巧は、 
巧ち巧が0後7年です。 

お獲用性能盟晶とは、その商品のお推をお括するた 
めじ做巧な强品です。 


修理料金のし<み 


晤理妈盡=按術お+酣品巧+出張料です.。 


に溫巧 

巧 B した»品を正常じがなするでめの巧黄で 
す。巧術 B の人が« > 技抓お 巧« ■ 巧更«な 
巧化《* •—» S 巧 » ちガ宝すれでいます* 

甜おけ 

巧涅じ证巧レた®品けをでず，その惦な理じ 
巧巧する®0巧をを石«さモお0ます- 

おお 稱 

お 馬めある»巧へ?う!なぶを院■する a 合の費 
吊です，別を E 巧巧里をいただ < B 台モぁ口 
すす， 


お居されると善は 

ごあ居じよ0あちい上げのお巧をの尹つ S —サービ 
スガ受けられない 巧 合は、前をって版売芭じご相极 
<ださい。ごち居巧での曰なのを巧品取扱店を控か 
さだていただをます。 

なお、このが品はち担巧エ巧ガ拙愛となりますので、 
お居巧の販売頃じご巧紋 * ご巧を <ださい。 

ご不明な病や修理に関するご相談は 

点お、 修理、 再语巧けじ M する巧极 . 並びにその巧 
巧などごホ 巧な点は、あ負いとげの抵廚 E または 活 I 
m f ご相絞お□一!!巧」のお□じお問い音わせくだ 
さし、。 


愛情点検 


口 


e -,,パ：由'で •ム . E 3 な1 A II っレ ー y - ■~Wrt J •ちみ AIR ブリア t _ 7 —の Jiff 巧性. 化® 品 

長年-巧巧のち油 山 1 風夕 J ァヒーターの‘,"おを， の# 巧 け のか T 切 泣 7 年て T* 

ご 巧用の巧 
二め ような二とは 
ホりませんか？ 

•と*ビ占ぷ火しか * ことがもん 
•じが々;巧 义する二 £ がみ古， 

•に K うよう[こな:つた， 

• すの化の •ホ- 化 w かみ 4 . 

► 

お 

願 

い 

化»や■化巧止のため、 巧 A して 
ユンたントから* がろ 夕 'をなさ巧巧 
巧じこださい- 
点 W * 技巧 じついての R 巧。 ii— 巧 
，—い二とは 曲巧な じこ巧 ii< ださ 
い* 
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据巧け 


■据 巧け場所の選をおよび標準お巧け例 

•ストーブの据巧けについでは、火がず防をの、ち気設碼じ魄する技術畳華、石油燃巧お廣 
のお靈畳革筹による規勒ぴあります。 

エミおの r ををのため必すお巧りください」をお読みになり、販荒巧または揚巧黑尝とよく 
巧数しでくたさい。 

•活巧握巧け劇についでは27ページを参照しで < ださい。 

■提 巧け後の確認 

措巧けげ想ねでましたら、ちラー歷エ畢漏の f ちまのため必すお哥口ください J をお骑みじな 
り、エ軍巧に記抵されでいるとおり据巧けられでいるか確抵しでください。 

国 試運輯 

团:逐転は艇费店または据がけ黑苦とご一指に物す巧なってくだすい* 

ブ運転準備（誘し<は9〜11ぺージを参照しでください。） 

〇控巧タンクまたは別段なタンクじな姐 U 慣1号灯巧）をあ巧しでくだすい。 

6巧窗ブラヴびコンたントじ差しをまれでいるか巧巧しで<だすい 。 

© ろ下じある定泌面おじットレパーを 2-^3 回巧しで[すでください e (KH- 日 30T 柩） 

〇ストーブので部（■台の上）などに、巧をれやのだまりびないか確かめでください e 
■别抵妊タンクの这おルブを閒さ、一度ごム巧迄油爸を振っで空気巧さをしでおいでください。 
(ごム載ち巧管のに空気だまりげあると巧が肃れません。） (J<H-B30T3^) 

2 運転 

€1運お接巧ほ、に〜1日ページを参照しで行なって<ださい。 

0切めでお活いじなるとさは、逐巧爲留じ打巧が滿たされるまで5巧ほど巧っでから括乂巧がをしで 
くだすい。 

0試運际時、逐巧の巧ける[こおいびずることがあります。 

30巧ほど窗をあけで宙おしでください。 

©点火を、 SgS 分30础たちまずと、白おのに巧茄巧送風巧ろ<◎っで通面; y おまず。 

0扳をを温を愛え、 懒席が変ねるかを椎かめでくだぞい。 

3 消义 

のボタシを巧しで消火操たをは的20秒でぶび消え、しばらくしで品風ち比まることをなかめでくだ 
さい。 


〔な上で损连をはち了です) 


取 i 


保障とアフタ—サ—ビス\短巧け 
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工事説明書（工事編） 

据巧け王•の前に、このエ摩が巧麵をよ<お巧みのラ无正し<巧巧けでくださし、， 
なおこの巧巧需はなす巧なしで<だをい。 


まをのため必ずお守0 < ださい 


正し<、巧をに拒巧けでいただ<ために、このが巧■では巧のよラに区分しで巧おしでいま 
ず。その内宮をよく巧 IK したラ无でお巧けで<ださし、。 


A 警告 

この巧ををな巧しで巧蒙あ巧った«合に、巧蒙をび.またはそのた蒙をの不 g 合じよ 
っで度巧ぎび 5EC S* ををラ巧おほ、または: A； 巧の巧巧巧が巧ちされる巧客ををし 
でレます、 

A ま意 

この巧示を巧巧しでげ媚を巧った巧ちに、巧お是ヴ、またはその昨!!をの不巧言によ 
っで巧巧是が «a を AS 巧巧なや商の fflS のみの巧まがな定をれるの容ををしでいま 

ず， 


絵表ホに ^ ^ このお及示は[^1止」 このおをホは化ブミ巧して 

つし、で W •頃を示しでいます. いただく f 这お j 巧容でず， 
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まをのため必ずお守!9 < ださい 


A 江意 




巧の巧巧には据はけない 

〇水平でない巧が、不おをなお所. 

こホぞ定な初をのせたななどの下* 

0 巧應ほ巧スの巧まする巧巧またはたまる場巧， 
0 巧のにがえやすいをのびおる場巧， 

01ち话 i 度震□などのは巧で，甩醒のを W となる 
巧所な 

〇巧父巧91をしでいない寻ントルビース. 

OMM . おち辜など.人のいない巧巧， 

■iA； 巧やサ巧しない*をの插因[こな0ます， 


油タンクとのをおをおす 
( KH - B 30 T お） 

油タンクはお器より 2m が上巧しで据なける 
か.紀义上有効な堀へいを拉けでください。 


Q 


ストーフ 


巧坦巧タンク 



•1811なの巧タンクは、不が巧な)巧上じちなけで 
<ださい. 


お排気尚は本が[こ®巧け 
であるちのか、または指 
定のちのを®巧する 

>^れ似巧のものを泣巧すると、不完全が規，》 
稍の巧な.乂が巧のち孩びあります， 


〇 


= r ム巧送巧含の屋外读巧禁止 
( KH - B 30 T お） 

ゴム巧送巧含は屋 M で度巧しないで 
ください， 

参ひび巧れをちじで巧巧れの巧坦にな0まず • 


Q 


巧旅巧との距がは巧す 

巧器亦化.榜が気巧トツプから摘囲の可の物までのな巧お巧はで画のよラじしで < ださい。 


[巧學巧巧け涵例] 


吼の» ■ »窗な 

V ////パだ///' 


n 


[正面] 


IDcttt 
な上 


f 指が巧簡の巧が] 「 
L 据巧け因の 」 L 


U 層 W ぶ 


巧 m’ltm 


[正面] 

■巧巧に巧属された*台の上じちけけること* 


ミ -ゎょ.を15■^ょ r 



工事編 


安全のちめ必ずお巧0<ださい 
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安をのため必ずお守0 < ださい 
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開こん 

開こんのおの注意と附属部品の確認" 

馨タンボーム巧巧らス K — 了を取のおしましたら、バッキン、テーブ苦の冨を巧を取り除いて<ださい。 
蒙上巧じ A っているグンボールの J てッキンく上シ ー}-) は、巧巧けるとをに使巧する型紀になっていますの 
で、搭てないでおいて<だきい。 

♦恥属邸おの描扱を巧なって < ださい。 



H 事編 


を全のため化ずお守り<ださい開こん 
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おはけ 


お巧け場所の選定 据巧けち法 


f ストーブの摄恩は、下國じをずよ亏な寸を肉 
じ巧巧物、司嚇顿等のない货巧をおおびくだ 
さい， 



1の GIB 

♦な巧•ヴービス-巧抵コンじント窜の都台 
をおせでき巧しで < ださい。 

^ ストーブの括化け旧巧は、暖属効巧の島い巧 
巧、で夫でホ平な巧面、おが気齿を届がじ化 
ずのに通した巧!！、等を辜®しでおおびくだ 



1ドアの返くやすさ巧風の入る 
ところには厦がけ 
ないで < ださい。 


I 


0 


fe 


3 屋如こ出した篇がを苗の商齒[こ、巧祗物や阳 
さ物びあつではいけません。 

給が巧茵巧疑の目 f ガス湿度はお夕30でになり 
ます。また、指が気括占、をは多み黄気びおま 
ずので、巧巧巧のがおにならないような旧巧 
をおんでください。 


/ 醒台の取巧け 



ストーブ捏巧け巧 B に B 台を a さ、その上[こ 
ス I ブを投■しでくだを (A 
その院ストーブの脚び、 
a 台の脚巧坦じくるよ 
5にしで < ださい。 


ク巧 源の法続 

巧嚴ブラブをま處巧 1 OOV 0 コンむントに差 
し込んでください。 

•巧巧めコンじントぞ梗巧しで < ださい。 

♦巧 絕コードびあがる苗などの高適部に継れ 
ないよラ注!！しで < ださい。 

•ブラブはしつかりと差し迈み.巧き差しは 
曲すブ5グを按つで巧なつでくたさい。 

3 本化の固定 

付函のあ巧固定を員を利巧しで、壁面にねじ 
化めしで本巧を固定しでください。 



♦壁への固おのしかたについで巧し < は3白 
ベージをご K くたさい。 

f 本な固足を具び里に固定でさないお巧では\ 
k このストーブは涯巧を森じられでいます，) 
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4 別お迪タンクのお立てと撞巧け 
( KH - B 30 T 形） 

〇规披巧タンクは•■己立逆タンク OT - が、0 了 
-お、 OT - 日 3 M 」 側廚をご利用 < ださい。 

@組で:ては、別巧进タンク^の「印!おおお霄」じ 
したガつて < ださい。 

@据巧けは、す紀附料の±じ据巧け、曲巧に 
政いた0、阁むた0することのないぶうじ 
し、«、じゆラた和などめ上には担巧けな 
し、で < だまい。 

〇ス J -ーブとめ倒に巧义上有巧な垣草がない 
な台は、 2 m 切上巧して<ださい。 



@ス^—ブおなけ床面と同じ巧さの巧面に据 
がけて < ださい。 


r お願し。 

♦別が巧タンクを疫话可る 巧 含は、ス h * — 
フ据けけ床面ぶり巧タシク下面までガ40 
cmlM 上で、上面までガ2,目 m 似下じなるぶ 
3じして < どちい。 

•別股巧タンフの既■巧■ヴないと巧ヴス 
j ブじ爺れす、また品すぎるとを迪面 
お巧の巧を萬«ヴ作曲して巧げ流のな< 
な0、巧用できなくな0ます。 

■効が巧タンつの据巧けじついて S 巧の乂 
おを的歲闽でこれと寅る定めヴあるお合 
は、そ ri じがつてたださし、。 


巧 ゴム黎送;巧营の®巧け 
( KH - B 30 下お） 

〇づム巧送巧巧は、胜すス I -- フじ邮厲のを 
の壬たは「曰な送巧ホース OTH - 卵 L 」 を 
南いてください。 

0ス I ブの泻面下热じあるゴムおを巧を復 
拐□じごム没送迎恒を控瑞して<ださい。 
ス I - ーブ拥あぶ U 別胜巧タンクなとち、ご 
ム巧送巧堅捏統 n じしつなりと差し边み、 
椅巧签貝で困唐して<ださい。 



つれたのしていますと、その部分に巧巧だ 
ま0ををじて进ゴ流れなくなりますのでを 
患してくださし、。 

•3 ム裝ちな宦は、直が曰がの当たる巧巧(屋 
巧)での硬巧は禁じら: n で友0ます。 

屋み醒昏するときや、埋お部分ガあるとを 
は、巧をまたは頸售おちエをを巧巧巧に巧 
頼してくだちし、。 

獨菅ぞ怪巧する巧岛は f 曰な送な巧皆0 
下 D- 目1(み涅日咖 K 闻巧日.日瞩)」（劑荒）を 
，ご利巧 < ださい。 


接続ヴ終〇ましたら別掛巧タンクじ給な 
してを巧 M ルブを間き、を细面おたッ K 
レ/ S —を2…3回巧し下けて如分撞待ち、 
接病測こ口姐のじじみ:なないな確かめて 
<ださい。 


H 事編 
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給排気筒の取付け 


1 


抑饥|な上 


BSI 

脂; 


_なと 


m 

2日 cm が上 


r 巧が物‘巧ち物 I 


巧お物‘拍再物 I 


〔繪が巧巧の正面〕 


I 巧が物-巧宙巧）] 


司 


巧 

な 


抵 

m 


巧 

占 

© 

m 

至 

物 

4时 iiu 上 n 化加が上_ 

巧 


W 


〔給巧巧巧の11 
里面定ま具, 


>お排気巧巧躺の搭排気部に、袋寄は方ぷせないで < ださい。 


結排気筒を取付ける壁の壁厚について 


頭は巧能な受をは1 .5 〜の饥の巧面です。 

• 壁留ガ1.日〜の*的?1までの霞じ取はなる場合は、同獨の巧壁巧〇じキでツ了を巧巧して< ださ 
い。¢3日べージ S 浴） 

* 覃さガの帥を巧える垣に取巧口る 巧 合は、族茹ちまたは復巧け業をとよくご柏歧のうえ別売 
の晒巧捏がけ巧湿を使巧して取はけてください。 

巧をの給排気巧では、お排巧睛 AC ミ巧邸)とおが気巧日 C 室州邸)との泻統ガ不叶奇となり、 
窝巧城巧をなごした•〇排乃スヴ窓むた0して憤授です。_ 


結排気筒の巧巧け場所の選定 


A ま思 


■爸排気周讳筑は?1気に面しでいる堅に取巧けで < ださい。 

•聖でお目 f 巧固巧强ヴ埋るよラな 巧 巧や街ののさだま0になる 
よラな摄巧には巧巧けないでください。 

•ホきな巧木等の降害抱のないお所へ巧巧けでください。 

•拾排気廣巧錢からは踊いが万スがホます。 

ブ□パシ方ス巧ンぺや. 5进かん等の盾孩物のない用所に巧巧 
けで < ださい。 

また、 睛 巧の 可 as 巧*巧と 0 店 g は自 Oem 凹 上度 S しでください。 

♦風び長時間をが!！I商の前巧ろ、ら吸责なける 巧 巧ではIが壁びちれることがありまずので;ま 巧 
しでください。 

♦島い娱巧など屋巧から巧樂で黃ないところには吸巧で黄ません C 

•巧 合煙突に指が気巧を巧げけることはお巧におやめください。不亮主燃族します。 

♦点火、お火おに臭いびおますので掛りぶ巧の迷巧にならない場所じちが屏商を取巧けで<ださい。 



、 

.... ゾ 

給排気筒の取巧け回例 




物‘か宮物 
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給排気简の取がけ工事方を(緣夕齡 r け创■含） 


D 


營巧の位置を決める 


壁巧をあける術2巧勤させてあける) 


巧包枯として阳巧していた 上 シー!-(型紙） 
ぞあてて、巧あけ巧■をまめで < だをい。 
な友、30ページ^おなけ 巧 巧の還を j 頂で示 
す巧强のサ巧は吸す巧つてくだちい。 


巧巧け巧置 



治巧ホースを 


ゎン 5- ド U ルで中帖じ巧をあけた巧、 

み6,5〜7 >0加ホールソー カツ ターで 勘 こ 
巧をおける。 （1 窗巧） 

雜整巧は2お愼鮮(みに巧って下口巧 E) 
して巧ける。 J ~ . り，日〜巧な！ 



^に 


接持する 


f 巧巧けを件 (巧 维据巧けまちは延度提巧け)ちよび ち 巧け地区I 
I の®巧固成 巧に旧 巧な <ェ でタン/ \‘一の巧朽けガ ICS 度です。 J 


©本巧巧面に短が寅面と括気ホースヴ固をして 
志0ます。 

西をひををみしてを排気商を国のよラに倒し 
ます6 

田をひを 


♦をが気巧目を 
左に回してあ 
排资巧 A 方ら 
种して巧いて 
<ださい。 



曾 給が巧齿 A の掠巧□じ 附厲 のエでタン/ S —を 
はめ泣み、店京 ホー ス巧掩統し、ホースバン 
ドでしつか0稀め巧けます。 


广ム巧 JEDffi 



.ち SI ホース 


@抬排巧椅 A のつう ンジを、「上 J め巧ず部ガ Ji じなるぶ弓にします。 

雜爲排巧旧冉のフ号ンジは◎挺するよラじなっていますので、おの取分をしつ巧口巧つてフランジ 
を◎あちせて < ださい。 

♦おが巧ち A じ没巧されている U —ド按は、孤す接滴して<ださい。(みれていると運転しませ如〕 


Q 


本巧固定をちを本なじ取巧ける 


本巧坦面におる巧技こし泌じ本化因を韋臭を差し 
迅み、晒属のねじ(萬さ孩耐 ) で因度する。 


本が困をを H 
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搞排気筒の取巧けな3き) 


且 


背面カバー横を取巧ける 



給排気筒己を取巧ける 


本が巧面の W 面力/ S —取巧け巧じ C 左ろ@ 2 本)を 
ゆるめ、育面カバー巧の切巧を配巧免し迈んでち 
締巧けしで風衍けます。 

W 面方"一街巧け拍じ 



〇屋巧測から給排を面 A のみ谊面な5の弓 I 思みサ 
ま （ L ) をが0、9•日〜日饰の睹曲じあることを猫 



@療排巧情曰の巧まで巧フランジ-フランジ/てツ 
ホンを差しをみます。 


ま狂センサー 0 U - ムヴーモ)巧 
取巧ける 


〇码面にコードバンドで巧ねてある至温セシサー 
U —ド巧を巧の日 m 引き巧ばしまず。 

©室温たンヴーを巧面方/巧(を)①下部巧面に 
附«ののじ CS 抑！）で取0巧けます。 

® 堂温たンサー U — ドはを下倒じ引き、条つた U 
—ド巧をコードバンドでまなます。 

♦壁湿たンサ—ド教はお巧じ排巧皆にお轴し 
ないぶ3じして<だちい C 
至巧 t ンサー巧な班 




©フランジ/ S ツキシの巧測にコーキン巧却ををの 
ます。 



〇フ5ンジ A ッキンの凸部(「上」でぎ班)をとじし 
て押さえ、を排巧茵目をお排巧旧 A にはめ合む 
せてなじ及み、み壁じしごか0と固定します。 
(ホ端®を持つて柏じ迈おと、宮摄じ打じ及め 
ます。） 


B 


給排気简 A を壁巧に着し込む 


〇»台と本巧を括ち上げるように括れさだ、お巧 
じな巧巧两 A を磨し込みます。..、が 
0滿巧巧揭 A のフランジ挪 ^ 

ガ堅面にビツタ U ^< ま 
で本ホを塚巧をせて<だ 
さし、。 



ブランジバツキン凸巧 



ラスお(モ J レタル整の下地巧を綱)巧口や、み 
履な巧吐上げの壁に取0巧ける据をは、脚« 
の渚をシールを置さ、坦巧みめ金属と境巧巧 
巧间のを巧を施してください。 
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0|g 固ちを貝を运面巧に目ち 


M 


背面カバー上を取がける 


/本化固定を貝ガ坦じ固定でをなし\巧巧では、 

\こめス h — ブは括巧をおじ5れています。/ 

ず体固定を具の階觸をのじで度国苦に固をしま 
す。 

♦本化度を童貝はス f - 一了と度面とので适じよ： 
つて猫巧でちます。 


最进1的1■巧ら 
最長 1 日511■まで巧な可能 


•芭への固をはが下にしたヴつて<だをい。 

(イ)木または犀い音巧の堅への困定 
附 S ⑩むじ(巧ま20闡)で医巧整 
じ留をして < ださい。 

すか因症を與 



(印モ J 脚 j レコンク U — 卜を〜:〇面定 
巧販のコンク U - f - 巧ブラヴを 
巧巧して度に固をして <だちし、。 


コツつ IJ 一 h 巧ブラクパ M 
(/\)5■がード、巧いをお等の中空壁の 
固定 

巧紙の中空坦巧フラブを巧田して 
をに茵をして < ださい。 




中巧巧巧ブラヴ 


(二は堅 • しつ C い壁等への固を 
垣じを是木をし、附 a の。じ(层 
ち20咖）でモ3すじ田定して< 
ださい。 


モえ本 j 


たて姫兒巧ノックタウト巧げ前から貢てろ側に 
<るぶラな向]をで巧面カバー上をのは、顏定な 
じで取がけます。 


团定拍じ 


巧旧でバー上 



薄壁への取がけ方法 

坦宙ガ1.日〜12.日 cm のな担へ巧巧けるとをは、 
附巧の巧皆用なじキャップを括巧して、つぎ 
のぶ j じ給がを倚を取巧て < ださい。 

〇檢巧短衍日の元までねじキャッ了をねじ迈 
み、巧フランジ-3ランジ"ッキンを差し 
をんだ後、フランジバッキンの肉擲じコー 
ホンヴ巧ををのます。 

フランジバツキシ 

f ののぶ 3 C 巧0巧け1 
、て AP るとでな J 

フランジ"クキン 



(店み班） 

@整巧を踊った後、按排巧衍巳を筋巧気街 A 
じ巧をまでねじ迈み、フランジバツキンの 
凸巧(「上 J なぞ部)を上じして巧ち又、ねじ 
キヤツフをねじ泣んで稀め、升担じしつな 
りと固定します。 フランジツキシ凸巧 

_ 奸フラン£? 

お採巧苗 A 
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給排気简の取付け (っっき3 


延長据巧けについで 

€がる茵の巧巧け巧巧は、 fli 巧握巧けののじの巧（狂長）お巧けちでさます。 

お部屋の巧想によ0延長桓はけを巧なミ旧ちは.嘘売店またはお■巧吾とよくご巧拐の上、ごの巧< 
ださい。なお、醒民お巧けを巧なラ旧含の延長煩巧は、長さ 3 m まで、化び0は3ヶ巧（本がお□の巧り 
をまむ）な巧です， 

攀 たで延長の摄舍、背面乃パー上のソジクアウト巧を/\ンマー等でたたいでおけ、が氣琶、€氛バイ 
ブをあしでください d 
• 巧け化め金員はおす取はけでください。 

のがけないとが巧度?^れ货お装■びお巧し、蛋おしな<なることびあります。 




室温たンサー（ルームサーモ）の移動のしかた 

本な側画[こおびくるコーナ瘡巧け、背面び乃ラスおとなるおなけ、裤巧营が窒おたンサーの巧< 
るおなけなどの巧合は、窒巧びお好みの頂島にな0に< いことがあ0ます。 

このよろなとさはなの夏南で室ぷたンサー 
をがしで他の场巧へ按がしでみで<ださい= 


〇呈盛たンサーの巧巧けねじを？ V しで、 

至涵たンサーを巧す。 

I — ド叙を巧ばす h 
ij — ド巧はの im 巧びまず J 
©お巧ををえでみで逊当な場新を港ぶ b 
0巧 S び決まった6取巧けねじで扭ミずる t 


U — ドが取が口巧じ 


試運起 


泣を拓は懼巧普と一癌に化す巧なつでくだをし、。 

取あ抵明■の目〜11ぺージを孩照しで莲拉巧谓を巧い、 12-^16 ぺージををおしで運お（な乂）■星温调 
節 > タイマー®お > 萬 A ： などのな運転を巧なつでください。 
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